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第50回米子市展記念賞 受賞作品
８月15日（日）まで開催する小企画展「市展
50回 記念展」。第50回市展の各部門最優秀
作品に贈られた、第50回記念賞受賞作品と
過去50回の市展関連資料を展示しています。
関連記事：
P10「美術館通信」、P18「８月の催し」
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米子市美術館（☎３４－２４２４）
行 事 名 連 絡 先 日 程

第41回美術集団ゼム作品展 ☎６６－３５２０
９/3 ㈮～ 7 ㈫第26回米子写真倶楽部作品展 ☎２２－５５７８

第51回チャーチル会 ･ 米子作品展 ☎２８－６３０５
☆米子市美術館常設展Ⅱ　生誕100年　所蔵作品による辻晉堂展 ☎３４－２４２４ ９/5 ㈰～ 10/3 ㈰
第 14 回ビスターレ絵画展 ☎２９－４０１８

9/10 ㈮～ 14 ㈫生徒条幅展 ☎２７－０４２１
フォトクラブピノキオ写真展 ☎３３－８６８８
水曜展 ☎３３－６５０３

9/24 ㈮～ 28 ㈫第41回米子写真集団ゼロ作品展 ☎２７－０１１３
第24回米子工芸会展 ☎２７－５６６５
米子ちぎり絵水星会 40 周年のあゆみ展 ☎６８－３８２６

10/1 ㈮～ 5 ㈫第32回龍心会書道展 ☎２２－５７６７
第46回かこう会絵画作品展 ☎２９－５３９７
☆第54回鳥取県美術展覧会（県展）※米子会場 ☎３４－２４２４ 10/9 ㈯～ 18 ㈪
創元会鳥取支部展 ☎３１－２０６７

10/22 ㈮～ 26 ㈫
第22回イマージュガラス工芸教室作品展「彩りの時間（とき）に」 ☎２７－５６６５
黑ばら会米子木彫会展 ☎３２－７５０６

10/29 ㈮～ 11/3 ㈬㈷
第37回米子墨彩会水墨画展 ☎３２－４３６３
第70回記念米子美術家協会展 ☎６６－３５２０
日本芸術人形作品展 ☎３３－１１３３
☆米子市美術館常設展Ⅲ　木山義喬『漫画四人書生』原画展 ☎３４－２４２４ 10/31 ㈰～ 12/19 ㈰
第15回米子市写真家協会展 ☎３４－１４０８

11/5 ㈮～ 9 ㈫
日本報道写真連盟鳥取県支部合同展 ☎２９－０２０６
第33回フォトきゃらぼくと日報連合同写真展 ☎３３－４３７２
第30回皓墨会水墨画作品展 ☎３２－７２７１
西部とっとり版画展 ☎２２－６３７８
麗山書院展 ☎090-8064-7869

11/12 ㈮～ 16 ㈫サークル "Ｕ" 展 ☎３２－０６４０
ニードルポイントの世界 ☎２９－５４０３
撫風花＆３サークル合同展 ☎２９－８４９４

11/19 ㈮～ 23 ㈫㈷米子陶友会展陶芸の集い ☎３３－２８２６
'10 山陰新協米子展 ☎２７－１８６３
第43回麓人展 ☎３３－６５０３

11/26 ㈮～ 30 ㈫中美展 ☎（0858）58-2014
全日本写真連盟米子支部作品展 ☎３２－５７９６
米子地区書道連盟展 ― 12/3 ㈮～ 7 ㈫

米子市公会堂（☎２２－３２３６）
行 事 名 連 絡 先 日 程

山陰花扇会舞踊会 ☎３４－１９８０ 9/12（日）
米子市民劇場９月例会　加藤健一事務所公演「木の皿」 ☎３３－８６９５ 9/23 ㈭㈷



米子市文化ホール（☎３５－４１７１）
行 事 名 連 絡 先 日 程

2010年平和のための戦争展 ☎３５－５１２３ 8/7 ㈯～ 9 ㈪
☆米子人生大学「米子市史編さんを終えて」 ☎２３－５４４４ 8/23 ㈪
ゴスペルオーブ　ジョイフルコンサート ☎ 090-7130-6251 8/29 ㈰
演劇集団あり 40周年第100回記念公演「わが町－米子」 ☎ 090-7976-8284 9/4 ㈯・5 ㈰
☆米子人生大学 ｢ 楽しみながら癒しと健康を！ ｣ ☎２３－５４４４ 9/6 ㈪
米子労音 2010年第５回例会　河野克典バリトンリサイタル ☎３４－３１７３ 9/8 ㈬
米子邦楽と舞踊の会 ☎２２－２８３８ 9/19 ㈰
☆米子人生大学「萬葉集が伝えるもの」 ☎２３－５４４４ 10/18 ㈪
☆狂言公演～茂山一門の世界 ☎３５－４１７１ 10/25 ㈪
米子労音 2010年第６回例会　湖北省京劇院による京劇 ☎３４－３１７３ 10/26 ㈫
米子マンドリンオーケストラ第25回定期演奏会 ☎３３－３３２１ 11/13 ㈯
☆「彫刻のあるまちづくり」講演会（仮） ☎２３－５４３６ 11/20 ㈯
☆鷲見三郎顕彰事業　弦楽のひびきコンサート ｢ 鷲見恵理子ヴァイオリンコンサート」 ☎３５－４１７１ 11/20 ㈯
米子市民劇場11月例会　無名塾公演「炎の人 ― ゴッホ小伝 ― 」 ☎３３－８６９５ 11/26 ㈮
☆公民館ふれあい発表会 ☎２３－５４４３ 11/26 ㈮～ 28 ㈰
鳥取県西部合唱連合合唱祭 ☎２３－３８０７ 11/28 ㈰
山陰少年少女合唱団リトルフェニックス 第５回定期演奏会 ｢ おじゃれ子どもたち ｣ ☎３３－７３０４ 12/5 ㈰
米子労音2011年第1回例会 ジャン＝マルク・ルイサダ ピアノ・リサイタル ☎３４－３１７３ 12/13 ㈪
六代目三遊亭円楽 vs 風間杜夫 落語会 ☎３５－４１７１ 12/23 ㈭㈷

米子市淀江文化センター（☎３９－４０５０）
行 事 名 連 絡 先 日 程

ゆめコンサート　Dance ＆ Songs ☎ 090-2000-4729 8/22 ㈰
☆第24回よどえ町民音楽祭 ☎５６－３２２２ 9/12 ㈰
☆よどえ夢まつり協賛事業　こども夢広場 ☎３９－４０５０ 10/24 ㈰

そ の 他 の 会 場
行 事 名 連 絡 先 日 程

米子シネマクラブ第72回例会 「夏時間の庭」上映会 ビッグシップ小ホール ☎２３－１５４６ 8/22 ㈰
アトリエ Yuri の仲間たち作品展 フラワー＆シルバーアート 本の学校 多目的ホール ☎２４－５９６１ 9/11 ㈯～ 13 ㈪
米子こども劇場第174回例会「チカパンのいっしょにパントTIME!」 児童文化センター ☎３２－３８４７ 9/25 ㈯
人形劇公演 ｢ キツネのかくれみの ｣ 児童文化センター ☎２９－６１５５ 9/26 ㈰
第48回米子俳句大会 ふれあいの里 ☎３３－７８６７ 10/3 ㈰
第48回米子市合同短歌祭 ふれあいの里 ☎２９－３００７ 10/10 ㈰
秋季情脈短歌会米子支部会 ホテルアジェンダ ☎３４－１７９１ 10/10 ㈰
諸流合同いけばな展 米子髙島屋 ☎２２－７８３３ 10/14 ㈭～ 19 ㈫
第29回イーゼル会絵画作品展 丸京庵市民ギャラリー ☎２９－４６６５ 10/20 ㈬～ 25 ㈪
☆プラネタリウムコンサート～ハンドベルと星のきらめき～ 児童文化センター ☎３４－５４５５ 10/23 ㈯
米子シネマクラブ第73回例会「扉をたたく人」上映会 ビッグシップ小ホール ☎２３－１５４６ 10/24 ㈰
健身太極拳連盟交流大会 県立武道館 ☎４２－４４４４ 10/31 ㈰
第46回白珠山陰支社短歌大会 ふれあいの里 ☎３３－６７５１ 11/2 ㈫
米子茶道連盟合同茶会 寺町周辺 ☎３３－５６５４ 11/3 ㈬㈷
第26回玄想会作品展 やよいアートスペース虹 ― 11/12 ㈮～ 16 ㈫
日中友好・太極拳まつり 米子産業体育館 ☎３２－４８６８ 12/12 ㈰
米子こども劇場第175回例会「松元ヒロ・ソロライブ」 ふれあいの里 ☎３２－３８４７ 12/19 ㈰
米子シネマクラブ第74回例会「母なる証明」上映会 ビッグシップ小ホール ☎２３－１５４６ 12/19 ㈰
☆印は米子市教育委員会の主催事業です。
■問い合わせ　米子市教育委員会事務局　文化課
　　　　　　　（米子市東町 161 －２　２３－５４３７　Ｅメール…bunka@yonago-city.jp）
　　　　　　　ホームページアドレス　http://www.yonago-city.jp/bunka/akibun/menu66.htm
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◆募集する施設◆
施設の名称 指定の期間 担当課

サンアビリティーズ・心身障害者福祉センター 平成23年４月１日
から５年間

障がい者支援課
☎２３－５１５３

老人福祉センター・福祉保健総合センター・
保健センター

平成23年４月１日
から５年間

健康対策課
☎２３－５４５１

都市公園 平成23年４月１日
から５年間

維持管理課
☎２３－５２４７

児童文化センター 平成23年４月１日
から５年間

生涯学習課
☎２３－５４４１

美術館 平成23年４月１日
から10年間

文化課
☎２３－５４３６

文化ホール・公会堂・淀江文化センター 平成23年４月１日
から５年間

文化課
☎２３－５４３６

山陰歴史館 平成23年４月１日
から10年間

文化課
☎２３－５４３６

どらドラパーク米子市民体育館・地区体育館・
どらドラパーク米子弓道場・武道館・大和公園
運動広場・淀江球場・淀江スポーツ広場・淀江
体育館・淀江庭球場・どらドラパーク米子市民
球場・どらドラパーク米子スポーツ広場・河崎
公園スポーツ広場・どらドラパーク米子球技場・
どらドラパーク米子庭球場・どらドラパーク米
子補助グランド・どらドラパーク米子陸上競技
場・どらドラパーク米子・日野川運動公園・日
野川堰運動広場・湊山球場・湊山庭球場

平成23年４月１日
から５年間

体育課
☎２３－５４２６

■応募期限　31日（火）まで
■応募することができる者　法人その他の団体（個人は応募することができません。）
■問い合わせ　施設の概要や指定管理者の募集要項についてのお問い合わせは施設の各担当課
まで。指定管理者制度についての一般的なお問い合わせは総務管財課（☎２３－５３２３）まで
お問い合わせください。

米子市まちづくり活動支援交付金事業
～ 今年度の交付対象事業が決まりました ～

　市内で活動する団体が、地域の課題の解決や、よりよい市民生活の実現のために、創意工夫して行なう活動を支援する「米
子市まちづくり活動支援交付金」の交付事業が決まりました。
　申請のあった団体による事業内容についての説明発表会を、６月 25 日（金）に開催し、審査委員がそれぞれの事業を、「公
益性」・「継続性」などの審査項目ごとに評価しました。その審査報告をもとに、今年度交付する５事業を決定しましたので
お知らせします。各事業に興味のある方は、ぜひ参加してみてください。

■問い合わせ　市民自治推進課協働推進係（☎２３－５３７５）

団体名 事業名 事業概要 交付金額
（事業費総額）

ち
ょ
っ
こ
し
活
動
コ
ー
ス

福米東地区まち
づくり協議会

福米東地域ふれあい
のまちづくり事業

地域のふれあいと信頼を深めるために福米東地区大沢川沿いを“ふれあいロード”とし、
看板を設置して啓発することにより、お互いにあいさつしあうまちづくりを行なう。

80,000
（80,000）

山陰 sacca

「米子コレクショ
ン　～ 山 陰 発 の
秋トレンド～」

（仮）

「ファッション」をテーマに、山陰 sacca 所属の服飾デザイナー、米子市でショップを経営
するオーナー、ヘアメイク、スタイリストなどが有志で集結し、地元素材を使ったウェアや
地元発のファッションブランドの秋ファッションをお披露目。モデルに米子市役所の職員（米
子市長にも出演を打診）をあて、官民連携による地域力の発信、マンパワーを県内外に PR する。

80,000
（215,000）

四日市町まちなか
れんが通りふれあ
い委員会

街を花いっぱい
にする運動

れんが通り景観整備によるブロック壁のペイント事業。高さ 1.8m 長さ 40m のブロッ
ク壁に、通りにふさわしい絵を描く事で、街のにぎわい創出をはかる。

80,000
（88,525）

戸上シニアクラブ
戸上地区内の環
境整備事業

心豊かに、安心して生活ができる地域をつくるため、「桜の木の植栽」と「道路標識の
設置」を戸上地区住民が協力して行なう。

80,000
（80,000）

が
い
な
活
動

コ
ー
ス

ミュージカル劇
団ゆめ

ミュージカル劇団
ゆめコンサート
ダンス アンド ソ
ングス

過去の上映作品から代表的な歌とダンスで振りかえる。観賞していただく皆様に、
ミュージカルの楽しさを存分に味わってもらい、ミュージカルに関心を寄せていただ
く。活動者を増やし、ミュージカルの街「よなご」を目指す。青少年育成の一環とし
てミュージカルを位置づけ、若者の居場所作りを目指す。

300,000
（1,040,000）
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し
て
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
建
物

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
工
事

に
着
手
さ
れ
た
建
物
。

・
耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
工
事

は
、
次
の
２
つ
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。

①
一
戸
建
て
の
住
宅
（
店
舗
等
を

兼
ね
る
も
の
は
、
店
舗
等
の
床
面

積
が
延
べ
床
面
積
の
２
分
の
１
未

満
）

②
耐
震
診
断
に
よ
り
、
地
震
に
対

し
て
倒
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
と

評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

▼
補
助
金
の
額

【
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
設
計
】　

事
業
に
必
要
な
額
の
３
分
の
２
以
内

【
耐
震
改
修
工
事
】　

事
業
に
必
要

な
額
の
23
％
以
内

※
床
面
積
な
ど
の
要
件
に
よ
り
上

限
が
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

２
日
㈪
～
31
日
㈫

▼
募
集
件
数

○
耐
震
診
断
（
一
戸
建
て
住
宅
）・

耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
工
事

･･･

各
２
戸

○
耐
震
診
断
（
一
戸
建
て
住
宅
以

外
）･･･

１
棟

※
募
集
件
数
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
と
し
、
受
付
期
間
中
に
募
集
件

数
に
満
た
な
い
と
き
は
、
９
月
１

日
㈬
以
降
先
着
順
で
受
付
し
ま
す
。

申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
応
募
書
類

な
ど
は
建
築
指
導
課
に
あ
り
ま

す
。
米
子
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

建
築
指
導
課

（
☎
23
―
５
２
３
６
）

吹付けアスベスト対策費を支援します
アスベスト撤去支援事業

アスベスト飛散による健康被害を防止し、安全・安心な生活環境を確保するため、民間建築物のアスベスト分析調査とアス
ベスト除去等（除去・封じ込め・囲い込み）費用の一部を助成します。
■対 象 建 物　【分析調査】　アスベストを含有している吹付け建材が施工されているおそれのあるもの
　　　　　　　【除 去 等】　吹付けアスベスト等（吹付けアスベスト、アスベスト含有吹付けロックウール）が施工されて
　　　　　　　　　　　　　いるもの
■補助金の額　【分析調査】　分析調査に要する費用（上限 25万円）
　　　　　　　【除 去 等】　除去等工事に要する費用の３分の２（上限 1,000万円）
■申請受付期間　２日（月）～ 31日（火）
■募 集 件 数　【分析調査】　５棟　　　　【除 去 等】　１棟
※募集戸数を超えた場合は抽選とし、受付期間中に募集件数に満たないときは、９月１日（水）以降先着順で受付します。

申請にあたっては、事前にご相談ください。申請書類などは建築指導課にあります。米子市ホームページでもご覧いた
だけます。

■問い合わせ　建築指導課（☎２３－５２３６）



平
成
23
年
米
子
市
成
人
式

日
時　

平
成
23
年
１
月
３
日
㈪

午
後
２
時
～
午
後
３
時
10
分

会
場　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

対
象
者　

平
成
２
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
（
原
則
と
し
て
、
平
成

22
年
11
月
１
日
現
在
、
米
子
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
）

＊
案
内
状
に
つ
い
て
は
文
末
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
募
集

　

米
子
市
成
人
式
は
、
新
成
人
や
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
な
ど
に
よ
る
「
米
子
市
成

人
式
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、

思
い
出
に
残
る
成
人
式
と
な
る
よ

う
、
手
づ
く
り
で
式
典
の
企
画
・
運

営
全
般
に
わ
た
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

人
生
の
晴
れ
舞
台
を
忘
れ
が
た

い
も
の
に
し
た

い
方
の
参
加
を

待
っ
て
い
ま

す
。
や
る
気
の

あ
る
新
成
人
の

方
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

平
成
23
年
成
人
式
対

象
者
（
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平

成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
）

で
、
平
日
の
午
後
７
時
頃
か
ら
数

回
行
な
う
予
定
の
実
行
委
員
会
に

参
加
可
能
な
方
。

応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
生
年

月
日
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル

な
ど
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
電
話

申
込
み
ま
た
は
、
生
涯
学
習
課
へ

お
こ
し
く
だ
さ
い
。

記
念
感
想
文
募
集

　
「
二
十
歳
と
な
っ
て
」、「
私
の

夢
」、「
米
子
市
民
と
し
て
」
な
ど
、

タ
イ
ト
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
新
成

人
と
し
て
感
じ
る
こ
と
や
思
い
を

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
お
送
り
く
だ

さ
い
。
入
賞
の
方
に
は
賞
品
を
用

意
し
て
お
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

字
数　

400
字
詰
め
原
稿
用
紙
３
枚

程
度
ま
で

締
切　

平
成
22
年
11
月
12
日
㈮
必
着

応
募
方
法　

住
所
・
氏
名
（
フ
リ

ガ
ナ
）・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

＊
成
人
式
の
案
内
状
は
、
本
年
11

月
１
日
現
在
を
基
準
日
と
し
て
、

米
子
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
に

つ
い
て
作
成
す

る
予
定
で
す
が
、

学
生
ま
た
は
就

職
等
で
市
外
に

住
民
登
録
を
移

さ
れ
た
方
な
ど
、

一
定
の
条
件
に

該
当
す
る
方
は
、
別
途
お
申
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、
広
報
よ
な
ご
11
月
号
な
ど
で

改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
お
申
込
み
受
付
け
は
11
月
１
日
か

ら
、
ま
た
案
内
状
の
発
送
は
12
月

中
旬
頃
の
予
定
で
す
。）

宛
先
・
問
い
合
わ
せ

〒
683
―
８
６
８
６　

米
子
市
東

町
161
―
２　

米
子
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
青
少
年
係

成
人
式
実
行
委
員
募
集
宛
／
記

念
感
想
文
募
集
宛

☎
23
―
５
４
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
５
４
１
４

Ｅ
メ
ー
ル
…

shogaku@
yonago-city.jp

成
人
式
実
行
委
員
会
ス
タ
ッ
フ
・

記
念
感
想
文
を
募
集
し
ま
す

市指定有形文化財・市指定史跡に指定
２件の文化財を７月８日付けで市指定有形文化財、市指定史跡に指定しました

◆有形文化財　旧日ノ丸自動車法勝寺鉄道フ50号客車　１両

　 ▼所在地　米子市道笑町一丁目２番地４（元町パティオ）
1887年イギリス ･ バーミンガムの車両工場で製造。各鉄道を転線し 1941年伯陽電鉄に入
線。1967年廃車（法勝寺鉄道廃線）まで 80年間使用された。
日本における現存最古の木製２軸３等客車として明治期の木製２軸３等客車の車体をよく留
めており、外観からも客用扉の位置が判別できる。室内にはやねのアーチ桁がそのまま残
る貴重なフ 50号客車は、地域の輸送機関として貢献した旧日ノ丸自動車法勝寺鉄道の在り
し日の姿を今日に伝える重要な遺産である。

◆史跡　陰田１号墳

▼所在地　米子市陰田町 1776 番の内　 ▼指定面積　694.5 ㎡　 ▼個人所有地
谷奥の山裾に築かれた古墳時代後期（７世紀）の古墳。市街地最大級の横穴石室（玄室長 3.4m、
幅 2.4m、高２m）を持ち、立地や構造に特徴がある。

■問い合わせ　文化課（☎２３－５４３６）



「
加
茂
川
ま
つ
り
」
開
催
！

　

商
都
・
米
子
の
繁
栄
を
支
え

た
旧
加
茂
川
。
地
域
の
活
性
化

と
そ
の
清
流
復
活
を
願
い
、
第

27
回
加
茂
川
ま
つ
り
が
流
域
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

旧
加
茂
川
沿
い
に
あ
る
21
体

の
地
蔵
を
巡
る
「
お
地
蔵
さ
ん

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」、
キ
ャ
ン
ド

ル
の
ほ
の
か
な
明
か
り
が
川
面

を
照
ら
す
「
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
・
イ
ン
・
加

茂
川
」、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
拠
点

「
笑
い
庵
」
で

お
茶
席
、「
夕

涼
み
遊
覧
」
な

ど
流
域
を
舞
台
と
し
た
下
町
情

緒
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
。

ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

と

き　

８
月
23
日
㈪

と
こ
ろ　

旧
加
茂
川
沿
線

　
　
　
　
（
糀
町
橋
～
灘
町
橋
）

問
い
合
わ
せ　

加
茂
川
ま
つ
り

実
行
委
員
会
事
務
局　

住
田
さ
ん

（
☎
０
９
０
―
６
８
３
７
―
２
７

３
１
）

米
子
発
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
放
送
局
が
開
局
！

周
波
数
は
79
・
８
Ｍ
Hz

　

６
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

（
ダ
ラ
ズ
エ
フ
エ
ム
）
が
開
局
し

ま
し
た
。
放
送
の
範
囲
は
米
子

市
と
そ
の
周
辺
。
身
近
な
地
域

情
報
や
生
活
情
報
な
ど
、
満
載

の
番
組
を
中
心
に
放
送
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
聴
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

法
勝
寺
町
の
一
角
に
あ
る
“
Ｄ

Ｃ
Ｂ
（
ダ
ラ
ズ
ク
リ
エ
ー
ト
ボ
ッ

ク
ス
）”
に
お
越
し
い
た
だ
く
と
、

ス
タ
ジ
オ
の
様
子
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。
楽

し
い
シ
ョ
ッ

プ
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ぜ

ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

ダ
ラ
ズ
エ
フ
エ
ム

（
☎
34
―
３
３
８
６
）

第４回全日本C
チ ャ レ ン ジ ド

hallenged アクアスロン皆生大会
出場者・ボランティアスタッフ募集中！

　日本のトライアスロン発祥の地、皆生。この地で、障がい者による水泳・ランニングの複合競技大会
『Challenged アクアスロン』が今年も開催されます。この大会には、全国の身体・知的・精神・その他すべて
の障がい児・者で、運動を続けている方や、この大会に向けて練習されている方が出場します。
これまでの、中学生以上が対象だった「チャレンジコース」「スペシャルコース」「チャンピオンコース」に加え、
今年度から小学生を対象とした「キッズコース」が新設され、さらなる盛り上がりが期待されます。
　全日本 Challenged アクアスロン皆生大会実行委員会では、全国からの出場者とボランティアを募集中して
います。ご応募をお待ちしています。
■と き　10月11日（月曜日・体育の日）　午前８時／受付開始　午前８時30分／開会式　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前９時30分～午後４時（最大終了見込）／競技・昼食・表彰式・閉会式
■ところ　鳥取県営米子屋内プール ( 皆生温泉３丁目 )、皆生プレイパーク、及びその周辺
■主催・応募・問い合わせ　全日本Challengedアクアスロン皆生大会実行委員会（NPO法人地域活動支援センターおおぞら内）
　〒683－0005　米子市中島２丁目１番33号　電話／FAX　３４－２５５６
　※受付は午前 10 時から午後５時まで（土・日・祝はお休みです）
　※全日本 Challenged アクアスロン皆生大会のウェブサイト（http://www.aquathlon.jp/）からも申込できます。

米子市は、第４回全日本 Challenged アクアスロン皆生大会を応援しています



米子駅前地下駐車場をご利用ください！
これからの季節、お出かけのご予定も多いと思います。駅周辺やＪＲ、
高速バスなどでお出かけの際は、ぜ
ひ駅前地下駐車場をご利用ください。
例えばこんなとき…「里帰りのお孫さ
んのお迎えにも！（30分以内は無料にな
りました！）」　「がいな祭りのがいな万灯ならすぐ！　花火大会にもどう
ぞ。」　「松江水郷際の花火をＪＲで！」
■問い合わせ　建設企画課（☎２３－５５２９）
　　　　　　　地下駐車場管理事務所（☎３１－２０２２）

高速道路無料化社会実験
平成22年６月28日から平成23年３月末日まで

実際に岡山道を走行した場合でも、無料化社会実
験の対象とならない場合があります。
岡山自動車道（岡山JCT～北房JCT）の無料化社会
実験に関して、２つ以上の経路がある場合は、無
料化社会実験区間を含めた最短経路の料金が適用
となります。ご理解、ご協力をお願いいたします。
■問い合わせ　NEXCO西日本 米子管理事務所
　　　　　　　（☎２７－２１８１）

悲
惨
な
核
戦
争
と
核
兵
器
の
廃
絶
を

【
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
錦
海
団
地
】
住
宅
用
地
を
分
譲
中
！　

お
問
い
合
わ
せ
は
建
設
企
画
課（
☎
23
―
５
２
４
４
）ま
で

　

米
子
市
は
、
悲
惨
な
核
戦
争

に
人
々
が
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
と
の
願
い
を
込
め
、
平
成

18
年
３
月
の
市
議
会
議
決
に
よ

り
核
兵
器
の
廃
絶
を
強
く
訴
え

る
「
非
核
平
和
都
市
」
を
宣
言

し
ま
し
た
。

　

広
島
、
長
崎
の
悲
劇
を
絶
対

に
繰
り
返
さ
ぬ
よ
う
、
全
世
界

に
向
け
て
核
戦
争
、
核
兵
器
の

廃
絶
を
訴
え
ま
し
ょ
う
。

◆
平
和
へ
の
祈
り
　
黙
と
う
を

　

広
島
、
長
崎
両
市
の
原
爆
死

没
者
の
霊
を
慰
め
、
恒
久
平
和

を
願
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
や
職
場
で
、
黙
と
う
を
捧
げ

ま
し
ょ
う
。

【
黙
と
う
の
時
間
】

広
島
市
…
６
日
㈮
午
前
８
時
15

分
か
ら
１
分
間

長
崎
市
…
９
日
㈪
午
前
11
時
２

分
か
ら
１
分
間

◆
原
爆
パ
ネ
ル
展

６
日
㈮
～
13
日
㈮

市
役
所
１
階　

市
民
コ
ー
ナ
ー

※
原
爆
パ
ネ
ル
の
貸
出
し
を
し

ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
総
務
管
財
課
☎

23
―
５
３
３
１
）
ま
で
。

非核平和都市宣言
　真の恒久平和は、私たち人類共通の願いです。
　しかし、世界各地で今なお紛争が絶えず、依然として軍備の拡大が続けられ、世界平和に深刻な脅威
をもたらしていることに、世界中の人々が等しく憂えています。
　我が国は、世界で唯一の核被爆国として、再びあの広島、長崎の惨禍を繰り返してはなりません。また、
日本国憲法の恒久平和主義の理念を市民生活の中に生かし、継承しなければなりません。
　したがって、米子市は、核兵器を持たず、つくらず、持ち込ませずという非核三原則の完全実施と、
すべての核兵器の廃絶を全世界に向かって訴えるとともに、ここに「非核平和都市」を宣言します。

（平成18年３月28日議決）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証

は
届
き
ま
し
た
か

　

平
成
22
年
７
月
31
日
で
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
証
の
有
効
期

限
が
切
れ
る
た
め
、
一
斉
に
更

新
し
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ

く
新
し
い
保
険
証
は
、
安
全
・

確
実
に
お
届
け
す
る
た
め
、
７

月
下
旬
に
簡
易
書
留
郵
便
で
送

付
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
保
険
証
が
ま
だ
届
い

て
い
な
い
方
は
、
期
限
切
れ
の

古
い
も
の
を
ご
持
参
の
上
、
保

険
年
金
課
の
窓
口
で
受
け
取
っ

て
い
た
だ
く
か
、
保
険
年
金
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給

者
証
は
届
き
ま
し
た
か

　

平
成
22
年
７
月
31
日
で
70
～

74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
を
対
象
と
し
た
高
齢
受
給

者
証
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
た

め
、
一
斉
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

８
月
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ

く
新
し
い
受
給
者
証
は
、
７
月

下
旬
に
普
通
郵
便
で
送
付
し
ま

し
た
。

　

新
し
い
受
給
者
証
が
ま
だ
届

い
て
い
な
い
方
は
、
期
限
切
れ

の
古
い
も
の
を
ご
持
参
の
上
、

保
険
年
金
課
の
窓
口
で
受
け

取
っ
て
い
た
だ
く
か
、
保
険
年

金
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

新
し
い
保
険
証
、
受
給
者
証

が
届
い
た
ら
、
記
載
内
容
を
確

認
し
た
後
、
古
い
保
険
証
あ
る

い
は
受
給
者
証
は
、
各
世
帯
で

破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
険
証
に
は
個
人
情
報
が
記

載
し
て
あ
り
ま
す
。
破
棄
す
る

際
は
、
内
容
が
読
み
取
れ
な
い

よ
う
に
切
断
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

保
険
年
金
課

（
☎
23
―
５
１
２
２
）

新
し
い
保
険
証
、

受
給
者
証
は
届
き
ま
し
た
か
？



お盆に湊山公園で
うら盆精霊送りと灯ろう流し

■と き　16日（月）午後５時～９時
■ところ　湊山公園

▼当日は供物を承りますが、塔婆・仏具・提
灯や缶・ビンなどの持出しはご遠慮ください。
■問い合わせ　米子市社会福祉協議会
　　　　　　　（☎２３－５４９０）

第34回「水の日」・「水の週間」
　８月１日は「水の日」、８月１日～７日は「水の週間」
です。８月上旬は年間を通じて水の使用量が多い時期
です。私たち一人ひとりが、雨水や風呂の残り湯の再
利用など、水を大切にするライフスタイルを心がける
ことは、私たちの周辺の水環境保全につながります。
　市民の皆さん、水の使用をとおして環境にやさしい
ライフスタイルについて考えてみませんか。

■環境政策課（☎２３－５２５７）

環
境
政
策
課
か
ら
お
知
ら
せ

み
ん
な
の
力
で
川
や
海
を
き
れ
い
に
し
よ
う

盆（８月）、彼岸（９月・３月）の時期に南公園墓地行きの臨時バスを運行します。交通渋滞の解消にもつながりますので、積
極的にご利用ください。

時 刻 表
南
公
園
墓
地
行
き

祇園町車庫前（発） 市役所前 髙島屋前 米子駅前 美吉橋 公園墓地（着）
９：００ ９：０４ ９：０５ ９：１０ ９：１２ ９：１７
１０：４０ １０：４４ １０：４５ １０：５０ １０：５２ １０：５７
１３：２０ １３：２４ １３：２５ １３：３０ １３：３２ １３：３７
１５：００ １５：０４ １５：０５ １５：１０ １５：１２ １５：１７
１６：３０ １６：３４ １６：３５ １６：４０ １６：４２ １６：４７
１８：１３ １８：１６ １８：１８ １８：２３ １８：２５ １８：３０

市
内
方
面

祇
園
町
車
庫
行
き

公園墓地（発） 美吉橋 米子駅前 髙島屋前 市役所前 祇園町車庫前（着）
１０：１７ １０：２２ １０：２４ １０：２９ １０：３０ １０：３４
１１：５７ １２：０２ １２：０４ １２：０９ １２：１０ １２：１４
１４：３７ １４：４２ １４：４４ １４：４９ １４：５０ １４：５４
１６：１０ １６：１５ １６：１７ １６：２２ １６：２３ １６：２７
１７：４０ １７：４５ １７：４７ １７：５２ １７：５３ １７：５７
１９：３０ １９：３５ １９：３７ １９：４２ １９：４３ １９：４７

○運行期間…平成22年８月13日～15日、９月22日～23日、平成23年３月20日～21日（斜体は８月のみの運行となります。）
○主な停留所のみ記載しています／運行は日ノ丸バスです／交通事情などにより遅れることがあります。
■問い合わせ　建設企画課（☎２３－５５２９）

さ
さ
竹
や
供
え
物
は
指
定

の
場
所
に

　

七
夕
祭
り
の
さ
さ
竹
や
精

霊
送
り
の
供
え
物
は
、
絶
対

に
川
な
ど
に
捨
て
な
い
で
、

各
地
区
指
定
の
場
所
に
持
ち

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
七
夕
の
さ
さ
竹

・
宇う

け気
河か

わ
ぐ
ち口

神
社
（
内
町
）
は
、

７
日
㈯
中
に

・
各
地
区
指
定

の
場
所
は
、
８

日
㈰
の
午
前
８

時
30
分
ま
で
に

◆
精
霊
送
り
の
供
え
物

・
湊
山
公
園
は
、
16
日
㈪
の
午

後
５
時
か
ら
９
時
ま
で
に

・
口
陰
田
川
端
、
西
大
谷
橋
先
、

上
後
藤
庵
寺
跡
、
長
砂
町
（
旧

清
掃
課
前
）
は
、
16
日
㈪
の

夜
に

・
各
地
区
指
定
の
場
所
は
、
16

日
㈪
の
午
前
８
時
30
分
ま
で

に・
淀
江
地
区
は
別
途
回
覧
文
書

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て

　

盆
前
は
混
雑
し
ま
す
の
で
、

指
定
業
者
に
早
め
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課

（
☎
23
―
５
３
０
０
）

浄
化
槽
の
点
検
を

　

夏
は
、
浄
化
槽
の
臭
気
が

強
く
な
る
季
節
で
す
。
浄
化

槽
の
点
検
を
怠
る
と
、
地
域

の
環
境
汚
染
の
原
因
と
な
り

ま
す
。
浄
化
槽
の
保
守
点
検

と
清
掃
を
定
期
的
に
行
な
い

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
浄
化
槽
設
置
者
は
、

保
守
点
検
と
清
掃
の
ほ
か
に

も
、
年
に
１
回
、
水
質
に
関

す
る
法
定
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

鳥
取
県
西

部
総
合
事
務
所
生
活
環
境
局

（
☎
31
―
９
３
５
１
）



　

私
た
ち
が
暮
ら
す
ま
ち
に
は
、
障
が

い
の
あ
る
人
、
高
齢
者
や
若
者
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
生
活
し
て
い
ま
す
。
全

て
の
人
が
住
み
や
す
く
、
人
に
優
し
い

ま
ち
と
は
ど
の
様
な
ま
ち
な
の
で
し
ょ

う
。

　

生
活
に
お
い
て
の
不
便
さ
の
解
消
を

目
的
に
、
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者

の
妨
げ
と
な
る
バ
リ
ア
（
障
壁
）
を
取

り
除
く
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
化
が
進
め

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
で
は
、
す
で

に
社
会
に
存
在
す
る
バ
リ
ア
を
取
り
除

く
だ
け
で
は
な
く
、
年
齢
や
性
別
、
障

が
い
の
あ
る
な
し
、
国
籍
や
言
語
の
違

い
に
関
わ
ら
ず
、
全
て
の
人
が
は
じ
め

か
ら
活
用
し
や
す
い
よ
う
に
環
境
を
整

え
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
の

考
え
が
浸
透
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
施
設
や
道
路
の
環
境
が

整
っ
て
い
れ
ば
良
い
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
本
当
の
意
味
で
「
人
が

住
み
や
す
く
、
人
に
優
し
い
ま
ち
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
共
に
生
活
し
て

い
る
人
た
ち
全
て
が
形
と
し
て
見
え
な

い
「
心
の
バ
リ
ア
」
を
取
り
除
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
な
ど
何

ら
か
の
不
自
由
が
あ
る
人
に
対
し
、「
自

分
と
は
違
う｣

と
思
っ
て
し
ま
い
、
特

別
扱
い
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
人
に
限
ら

ず
、「
苦
手
な
こ
と
」
は
誰
に
で
も
あ

る
こ
と
で
す
。

　

私
た
ち
は
「
相
手
の
立
場
や
気
持
ち

に
近
づ
く
心
」「
人
ご
と
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る

心
」
を
育
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
困
っ
て
い
る
人
を
見
か
け

た
ら
、「
何
か
手
伝
え
る
こ
と
は
な
い

で
す
か
」
と
自
然
に
行
動
に
移
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
「
困
っ
て
い
る
」
か
ら
手
助
け
を
す

る
。
何
も
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
当

た
り
前
の
こ
と
で
、
す
ぐ
に
で
も
取
り

組
め
る
こ
と
で
す
。

　

自
分
自
身
が
気
付
き
、
行
動
し
、
全

て
の
人
が
つ
な
が
っ
て
い
く
「
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
が
あ
っ
て
こ
そ
、「
人

が
住
み
や
す
く
、
人
に
優
し
い
ま
ち
」

を
築
い
て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

お
互
い
が
相
手
を
尊
重
し
、
支
え
合

え
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

■
人
権
政
策
課
（
☎
23
―
５
４
１
６
）

丹
たん

慶
けい

三
さん

揚
よう

1903（明治36）年〜 1984（昭和59）

　愛知県江南市生まれの丹慶三揚は、日本美術学校研究科（現・日本美術専
門学校）で学んだのち、帝国美術学校（現・武蔵野美術大学）洋画科の助手
を務めました。戦後は夫人の出身地である米子市に移り住み、日本画教室「銀
泥社」を主宰するとともに、米子市展及び鳥取県展の審査員を歴任し、鳥取
県内の美術振興及び後進の指導育成に尽力されました。
　本作は、丹慶が晩年、観音像や不動明王などをモチーフとした作品を多く
描き「仏画の丹慶」と呼ばれた頃の代表作で、1980（昭和55）年の第20回米
子市美術展覧会で審査員をされた時の出品作です。
　この作品は７月18日（日）から８月15日（日）まで開催の常設展Ⅰ「市展50
回記念 〜収蔵作家を中心に〜」でご覧いただけます。くわしくは「施設の催
し物」をご覧ください。

■問い合わせ　米子市美術館（☎３４―２４２４）
■URL　http://www.yonagobunka.net/y-moa/



　
国
民
年
金
の
免
除
制
度

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
に
よ
り
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

と
き
に
は
、
保
険
料
の
免
除
（
全

額
ま
た
は
一
部
）
や
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
（
30
歳
未
満
の
方
が
対

象
）
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

免
除
は
、
原
則
と
し
て
本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得

等
を
審
査
の
う
え
決
定
さ
れ
ま
す

の
で
、
申
請
は
毎
年
必
要
に
な
り

ま
す
。（
全
額
免
除
及
び
若
年
者

納
付
猶
予
の
決
定
を
受
け
て
い
て

継
続
申
請
を
さ
れ
て
い
る
方
は
除

き
ま
す
。）
現
在
の
免
除
の
対
象

期
間
は
、
22
年
７
月
か
ら
23
年
６

月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

早
め
に
保
険
年
金
課
年
金
係
（
１

階
５
番
窓
口
）
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

申
請
に
は
、
①
印
鑑　

②
年
金

手
帳　

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
４
月
１
日
以

降
に
離
職
を
さ
れ
た
方
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
等
、
離
職
日
が

確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
発
行
し

た
証
明
書
が
あ
れ
ば
、
退
職
特
例

が
受
け
ら
れ
所
得
を
ゼ
ロ
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
年
金

係
（
☎
23
―
５
１
４
２
）

　
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の
た

め
の
支
援

　

総
務
省
で
は
簡
易
な
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
な
ど
の

支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
申

込
受
付
期
間
を
平
成
22
年
12
月
28

日
（
消
印
有
効
）
ま
で
延
長
し
ま

す
。

　

対
象
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
が
全

額
免
除
さ
れ
て
い
る
世
帯
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
省
地
デ
ジ

チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
…
０
５
７
０

―
０
３
３
８
４
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
…

０
４
４
―
９
６
６
―
８
７
１
９
）

受
付
時
間

平
日
午
前
９
時
～
午
後
９
時
、土
・

日
・
祝
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時

　
介
護
保
険
認
定
調
査
員
募
集

　

個
人
と
の
契
約
に
よ
っ
て
介
護

保
険
更
新
認
定
・
変
更
認
定
の
認

い
る
方
（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま

で
に
登
録
見
込
の
方
を
含
む
）

●
保
健
師
…
昭
和
56
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
保
健
師
免

許
を
有
す
る
方
（
平
成
23
年
４
月

30
日
ま
で
に
取
得
見
込
の
方
を
含

む
）

※
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方
も
受

験
で
き
ま
す
。
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
方
が
採
用
さ
れ
た
場
合
は
、

公
権
力
の
行
使
に
携
わ
る
業
務
ま

た
は
公
の
意
思
の
形
成
へ
の
参
画

に
携
わ
る
職
以
外
の
業
務
ま
た
は

職
に
配
属
さ
れ
ま
す
。

試
験
日
・
科
目

▼
第
一
次

　

９
月
19
日
㈰
・
教
養
、
専
門

▼
第
二
次

　

10
月
下
旬
～
11
月
上
旬
の
間
・

　

作
文
、
適
性
検
査
、
集
団
討
論
、

　

面
接

採
用
予
定
日

平
成
23
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

８
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

（
当
日
消
印
有
効
）

※
指
定
の
受
験
申
込
書
を
職
員
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
験
案
内
、受
験
申
込
書
の
請
求
、

問
い
合
わ
せ

職
員
課
（
☎
23
―
５
３
４
１
）

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
消
防
吏
員
募
集

募
集
職
種
・
人
員

消
防
吏
員
・
20
人
以
内

応
募
資
格

▼
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
（
15
人
程
度
）

▼
平
成
23
年
３
月
に
高
等
学
校
を

卒
業
見
込
み
の
方
（
５
人
程
度
）

試
験
日
・
科
目

▼
第
１
次

　

９
月
19
日
㈰
・
教
養
試
験
、
消

　

防
適
性
検
査
、
体
力
試
験

▼
第
２
次

　

10
月
下
旬
頃
・
作
文
、
面
接
、

　

健
康
審
査

　
（
第
１
次
試
験
合
格
者
に
別
途

　

通
知
し
ま
す
）

採
用
予
定
日

平
成
23
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間

８
月
２
日
㈪
～
24
日
㈫

〔
郵
送
の
場
合
は
24
日
㈫
必
着
〕

申
込
・
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

〒
683
―
0853　

米
子
市
両
三
柳
5452

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

合
消
防
局　

総
務
課
（
☎
35
―

１
９
５
３
）

定
調
査
を
お
願
い
で
き
る
方
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

応
募
条
件

▼
介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

す
る
こ
と

▼
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す

る
こ
と

※
そ
の
他
く
わ
し
く
は
、
面
談
等

に
よ
り
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ

長
寿
社
会
課
（
☎
23
―
５
１
５
７
）

　
米
子
市
職
員
募
集

募
集
職
種
・
人
数

●
一
般
事
務　

12
人

●
土

木　

３
人

●
建

築　

１
人

●
電

気　

１
人

●
機

械　

１
人

●
保
育
士　

２
人

●
保
健
師　

１
人

●
水
道
電
気　

１
人

●
水
道
化
学　

１
人

応
募
資
格

●
一
般
事
務
、
土
木
、
建
築
、
電

気
、
機
械
、
水
道
電
気
、
水
道
化

学
…
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方

●
保
育
士
…
昭
和
56
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
児
童
福
祉

法
に
基
づ
く
保
育
士
登
録
を
し
て

各
種
相
談
は
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

く
ら
し
の情

報



　
自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
各
種
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

●
自
衛
官
採
用
試
験

募
集
種
目
・
試
験
日
（
一
次
）

▼
自
衛
官
候
補
生
…
男
子
９
月
18

日
㈯
・
女
子
９
月
26
日
㈰
、
一
般

曹
候
補
生
…
９
月
18
日
㈯
、
航
空

学
生
…
９
月
23
日
㈭
㈷

※
受
付
期
間
は
、
い
ず
れ
も
９
月

10
日
㈮
ま
で
。

▼
看
護
学
生
…
10
月
23
日
㈯
、
防

衛
医
科
大
学
校
学
生
…
10
月
30
日

㈯
、
31
日
㈰
、
防
衛
大
学
校
学
生

…
11
月
６
日
㈯
、
７
日
㈰

※
受
付
期
間
は
、
い
ず
れ
も
９
月

６
日
㈪
～
10
月
１
日
㈮

●
自
衛
隊
説
明
会

と
き

８
月
22
日
㈰

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
第
６
会
議
室

※
く
わ
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
地

域
事
務
所
（
☎
33
―
２
４
４
０
）

ま
で
。

　
米
子
高
専
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
参
加
者
募
集

　

米
子
高
専
で
は
平
成
22
年
度
第

１
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と
き　

19
日
㈭

対

象

中
学
校
３
年
生
と
保
護
者

参
加
料　

無
料

※
各
中
学
校
を
通
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
、
米

子
高
専
学
生
課
教
務
係
（
☎
24
―

５
０
２
２
）
ま
で
。

　「
米
子
城
山
」
環
境
美
化
活
動

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
！

　

米
子
市
観
光
協
会
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
や
諸
団
体
と
協
力
し

て
、「
米
子
城
山
」
の
環
境
美
化

活
動
を
実
施
し
、「
米
子
城
跡
」

の
整
備
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と

き

28
日
㈯　

午
前
10
時
～
正
午

（
午
前
９
時
～
９
時
30
分
ま
で
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
）

集
合
場
所　

米
子
城
山
入
口
（
湊

山
公
園
駐
車
場
前
）

※
清
掃
の
で
き
る
服
装
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。
清
掃
用
具
（
カ
マ
、

松
葉
か
き
な
ど
）
を
お
持
ち
で
し

た
ら
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
米
子
市

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

米
子
市
観

光
協
会
（
市
役
所
旧
庁
舎
２
階
）

（
☎
37
―
２
３
１
１
＊
平
日
の

み
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
37
―
２
３
７
７
、

http://yonago.sanin.jp/

　
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

精
神
障
が
い
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
誤
解
や
偏
見
の
な
い

社
会
に
む
け
て
、
障
が
い
の
あ

る
方
の
理
解
者
・
支
援
者
に
な

り
ま
せ
ん
か
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
っ
て
も

い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

講
座
の
な
か
で
そ
れ
ぞ
れ
自
分

に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け
て
く

だ
さ
い
。

　

あ
な
た
の
理
解
が
、
孤
立
し
が

ち
な
精
神
障
が
い
の
あ
る
方
の
支

え
に
な
り
ま
す
。

◆
第
１
回　

９
月
７
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

①
講
演『
精
神
障
が
い
に
つ
い
て
』

鳥
取
県
立
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

講
師
：
原は

ら

田だ　

豊ゆ
た
か

さ
ん

②
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い

て
」

◆
第
２
回　

９
月
22
日
㈬

仕
事
仕
事
で
追
わ
れ
つ
つ　

妻
の
夜
勤
に
子
ど
も
の
め
ん
ど
う
を
み
る　

な
ぜ
か
お
ち
つ
く
子
ど
も
と
の
会
話　
　
　

美
保
テ
ク
ノ
ス
株
式
会
社
（
鳥
取
県
男
女
共
同
参
画
推
進
企
業
）

午
後
０
時
30
分
～
４
時

病
院
デ
イ
ケ
ア
に
参
加
と
交
流

◆
第
３
回　

10
月
７
日
㈭

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

①
講
演
『
精
神
障
が
い
者
が
地
域

で
困
る
こ
と
』

②
米
子
市
の
精
神
保
健
制
度

◆
第
４
回　

10
月
15
日
㈮

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

①
家
族
会
の
活
動
に
つ
い
て

②
地
域
移
行
支
援
事
業
に
つ
い
て

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里
等

対

象　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
心
が
あ
り
、
全
講
座
に
参
加
が

可
能
な
方
。

参
加
費　

無
料

定

員　

20
人（
申
込
期
限
27
日
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ

障
が
い
者
支
援
課
（
☎
23
―
５
５

４
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―
５
３
９
３
）、

米
子
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
―
５
４
５
５
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
37

―
３
８
５
５
）

　
米
子
高
専
・
米
子
市
教
育
文
化

事
業
団
連
携
事
業

「
家
族
み
ん
な
で
考
え
る 

健
康
と

健
や
か
な
発
育
発
達
に
つ
い
て 

―
様
々
な
環
境
的
要
因
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
！
―
」

　

健
康
と
発
育
発
達
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。ほ
か
、

簡
単
な
身
体
機
能
測
定
（
骨
、
血

管
老
化
度
な
ど
）も
行
な
い
ま
す
。

と

き

９
月
４
日
㈯　

午
後
２
時
～

と
こ
ろ

米
子
市
公
会
堂
１
階
集
会
室

講

師　

米
子
工
業
高
等
専
門
学

校
教
授
・
博
士　

南み
な
み　

雅ま
さ

樹き

さ
ん

※
参
加
無
料
、
対
象
：
大
人
、
定

員
40
人
。
要
事
前
申
込
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

米
子
市
公

会
堂
（
☎
22
―
３
２
３
６
）

　
高
齢
者
の
再
就
職
を
支
援
し
ま
す

社
会
保
険
業
務
補
助
講
習

　

社
会
保
険
関
連
の
年
間
を
通
じ

た
各
種
届
け
出
書
の
作
成
を
経
験

し
、
習
得
す
る
社
会
保
険
業
務
補

助
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

講
習
期
間　

９
月
１
日
㈬
～
10
日

㈮
（
土
・
日
を
除
く
８
日
間
）

講
習
会
場

㈳
米
子
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
錦
町
１
丁
目
）　

対
象　

60
歳
台
前
半
層
の
就
職
・

就
業
を
希
望
さ
れ
る
方

募
集
期
間　

18
日
㈬
ま
で

定
員　

20
人

受
講
料　

無
料

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

㈳
鳥
取
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
37
―
２
５
３
１
）



お
互
い
の　

思
い
や
り
か
ら
育
つ　

共
同
参
画
社
会　
　
　
　

市
民
応
募
作
品

　

平
成
22
年
度
女
性
の
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
講
座

も
う
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
に

～
セ
ン
ス
を
み
が
い
て
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
！
～

　

毎
年
大
好
評
の
女
性
の
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
講
座
。
今
回
は
さ
ら
に
内

容
が
充
実
！
今
す
ぐ
役
立
つ
知
識

か
ら
、
自
分
に
自
信
を
持
っ
て
生

活
す
る
た
め
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん
で

お
送
り
し
ま
す
。

　

明
日
か
ら
即
実
践
！
あ
な
た
を

も
っ
と
輝
か
せ
る
た
め
に
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
第
１
回　

９
月
８
日
㈬

第
一
印
象
好
感
度
ア
ッ
プ
！
・
な

ぜ
外
見
力
が
重
要
な
の
か
・
ま
ず

第
一
印
象

◆
第
２
回　

９
月
15
日
㈬

自
分
の
カ
ラ
ー
で
外
見
力
ア
ッ

プ
・
色
の
効
用
色
を
味
方
に
つ
け

ま
し
ょ
う
・
Ｔ
Ｐ
Ｏ
に
合
わ
せ
た

色
使
い
、
身
だ
し
な
み

◆
第
３
回　

９
月
29
日
㈬

実
践
！
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

ア
ッ
プ
・
正
し
い
名
刺
交
換
の
仕
方

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

講
師　

パ
ー
ソ
ナ
ル
ス
タ
イ
リ
ス

ト　

小こ

渕ぶ
ち

良よ
し

子こ

さ
ん

と
こ
ろ　

米
子
市
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

参
加
人
数　

各
20
人
程
度

参
加
費　

無
料

※
３
回
連
続
講
座
で
す
が
、
１
回

ず
つ
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

（
お
申
込
み
は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
）

※
託
児
５
人
ま
で
（
無
料
、
要
予

約
、
１
歳
以
上
、
未
就
学
児
）

問
い
合
わ
せ　

男
女
共
同
参
画
推

進
課
（
☎
23
―
５
４
１
９
、 

Ｆ
Ａ

Ｘ 
37
―
３
１
８
４
）

Ｅ
メ
ー
ル
…danjyo@

yonago-
city.jp

　
第
44
回
米
子
盆
踊
り
大
会

　

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
米
子

盆
踊
り
を
「
米
子
盆
踊
り
大
会
」

と
し
て
公
開
・
開
催
し
ま
す
。

　

米
子
の
地
で
300
年
以
上
前
か
ら

踊
り
継
が
れ
た
民
俗
芸
能
を
踊
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

と

き　

14
日
㈯

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂
広
場

※
雨
天
の
場
合
は
、
15
日
に
順
延

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

文
化
課
内
「
米
子
盆
踊
り
実
行
委

員
会
」（
☎
23
―
５
４
３
７
）

　

第
41
回
淀
江
町
盆
踊
り
花
火

大
会
「
つ
な
げ
よ
う
　
ふ
る
さ
と

の
夢
　
未
来
へ
」

と

き　

15
日
㈰

午
後
６
時
40
分
～
午
後
９
時
５
分

（
雨
天
時
１
日
だ
け
順
延
）

ふ
る
さ
と
ス
テ
ー
ジ

午
後
６
時
40
分
～

（
開
会
行
事
午
後
６
時
50
分
～
７
時
）

盆
踊
り　

午
後
７
時
50
分
～

花
火　

午
後
８
時
40
分
～

と
こ
ろ

淀
江
海
岸
駐
車
場
・
淀
江
海
岸

そ
の
他　

駐
車
可
能
ス
ペ
ー
ス

は
、
米
子
市
淀
江
支
所
・
米
子
市

淀
江
文
化
セ
ン
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平成22年度（第46回）

米子人生大学開講
■期 日　６月７日（月）～ 11月15日（月）　年間11回
　　　　　　午後２時～４時（開場午後１時30分）　
■会 場　米子市文化ホール　メインホール
■申込方法　講座の開催日に、会場でお申し込みください。
　　　　　　電話申し込みはできません。
■受 講 料　年間 1,000円　
※初めて受講される日に、会場受付でお支払いください。
■問い合わせ　生涯学習課（☎２３－５４４４）

▼８・９月の講座
とき 内 容

第５回
８月２日（月）

淀江さんこ節“郷土芸能と地域の子どもたち”
　実演：「淀江さんこ節」
　出演：宇田川青少年育成会郷土芸能部
　講演：宇田川青少年育成会　会長　亀

か め

田
だ

浩
こ う

二
じ

　さん、宇田川青少年育成会　郷土芸能部　芸
　能部長　森

も り

田
た

　緑
みどり

さん、淀江さんこ節保存
　会　事務局　奥

お く

田
だ

晃
あ き

巳
み

さん

第６回
８月23日（月）

「米子市史編さんを終えて」
　米子市歴史館運営委員長　杉

す ぎ も と

本良
よ し

巳
み

さん
第７回

９月６日（月）
「楽しみながら癒しと健康を！」

ゴスペルコンダクター・ボイストレーナ　小
こ

徳
と く

浩
ひ ろ

子
こ

さん

第８回
９月27日（月）

「大きないびきは赤信号」
～身近にある睡眠時無呼吸症候群～

医療法人　真誠会　理事長
社会福祉法人　真誠会　理事長　小

お

田
だ

　貢
みつぐ

さん
※年間スケジュールはチラシ裏面をご覧ください。( チラシは、
　生涯学習課・市役所１階ホール・各公民館にあります。）
※とっとり県民カレッジ連携講座です。
※出席回数・修了回数に応じて、修了証・皆勤賞・永年受講
　賞を設けています。

興味のあること、好きなことから始めてみませんか。市
主催の学習講座や市内公民館で活動しているサークルな
どを紹介しています。どうぞお気軽におたずねください。
■問い合わせ　生涯学習課（市役所第２庁舎３階）
　　　　　　　☎２３－５４４４
■相 談 時 間　午前10時～正午・午後１時～４時
　　　　　　　（土、日、祝日を除く）
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むきばんだ史跡公園からのお知らせ
むきばんだサンセットビュー

31日（火）まで開場時間を午後７時まで延長。
妻木晩田遺跡の雄大で美しい夕景色をお楽しみ
ください。15日（日）までは午後７時30分まで
開場。

むきばんだ工作講座「石包丁づくり」
親子で弥生時代を題材
にした工作をしてみま
せんか。今年は弥生時
代の収穫具である石
包丁を粘板岩で作りま
す。
■とき　８月22日（日）
　　　　午前10時～午後３時
■定員　10名程度　■申込期限　８月12日（木）
■対象　小学４年生～中学生とその保護者

むきばんだ考古学講座③
「オトナのための考古学講座」をキャッチフレー
ズに、考古学研究の最前線の情報を分かりやす
くお話しします。
■とき　９月26日（日）
　　　　午後１時30分～３時30分
■定員　80名程度
■内容　演題「笠見第３遺跡の弥生集落」
　　　　講師　高

たか

尾
お

浩
こう

司
じ

さん
　　　　　　　（鳥取県教育委員会事務局文化財課）
■申込期限　９月13日（月）　
■対象　中学生以上

第10回　大山と遊ぼう！大助・花子の健康ウォーキング記念大会
　大山の自然の中、新鮮な空気を吸いながら宮川大助・花子さんと一緒に楽しくウォークしませんか？大山の自然を満喫していただく約
10kmのAコースと4.5kmのBコース、ファミリーの方も気軽に参加できる約2.5kmのCコースの３つから選択できます。また、皆生温泉・
大山の指定旅館にお泊りの方は、なんとウォーキング参加費が無料に！指定旅館については、お問い合わせください。（個人参加者のみ）
※Ａコースのみノルディックウォークも体験できます。（事前申込 2,500円／先着 100名）
※Ａ、Ｂ、Ｃコースとも、ゴール後は、無料バスでスタート地点までお送りします。（始発午後３時30分予定）
■と き　10月２日（土）雨天決行　 ▼Ａコース　午前９時30分出発式　大山まきばみるくの里～大山博労座
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ▼Ｂ・Ｃコース　午前11時出発式　大山博労座（スタート／ゴール）～大山地内
■申込方法　所定の申込書でお申込みください。申込用紙は、米子市観光協会・米子市観光案内所（ＪＲ米子駅構内）・
　　　　　　米子市観光センター・米子信用金庫各支店等にあります。
■参加費用　事前申込…2,000円（申込締切日（９月24日）までに入金された場合）、当日申込…2,500円です。
■申込・問い合わせ　〒683－0822　中町20　市役所旧庁舎２階　米子市観光協会内「健康ウォーキング実行委員会事務局」
　　　　　　　　　　☎３７－２３１１　FAX３７－２３７７　http://yonago.sanin.jp/
■備考　 ▼当日は歩きやすい服装で参加し、弁当・水筒・帽子・敷物・雨具などは各自でご用意をお願いします。
　　　　　（弁当などはゴール地点の物産店で販売しています。）

　 　 　 　 ▼ゴール地点では、大山僧兵太鼓の演奏・よしもと演芸・大抽選会など、楽しいイベントが盛り沢山。皆生温泉足湯、
　　　　　よしもとタレントブース、物産店もあり、美味しい地元の名物を食べる事ができます。また、ウォーク参加者全員に
　　　　　記念品・皆生温泉大鍋汁のふるまいもありますので、ぜひご参加ください。
　　　　　＊午後１時～大山僧兵太鼓演奏、午後１時40分～よしもと演芸、午後３時10分～大抽選会ほか

皆生・大山　S
シ ー

EA　T
ト ゥ

O　S
サ ミ ッ ト

UMMIT　2010
昨年、日本初の環境スポーツイベントとして開催した「SEA　TO　
SUMMIT」を、今年も大山隠岐国立公園（大山パークウェイ）で開催！
■９月４日（土）　午後３時～　「環境シンポジウム」
【パネルディスカッション】森、里、海を
つなぐ自然の循環と環境について考えます。
パネリスト：平井伸治（鳥取県知事）、内

うち

田
だ

正
まさ

洋
ひろ

さん（海洋緑化協会キャプテン）ほ
か。モデレータ…辰

たつ

野
の

　勇
いさむ

さん（モンベル
グループ代表、米子・大山観光大使）
＊ゲストは変更になる場合があります。
会場：皆生海浜公園（皆生温泉４丁目）、入場無料
■９月５日（日）

▼午前７時　「スタート（日野川河口～大山山頂）」

▼午後３時～　「応援イベント（博労座・大山国立公園駐車場、モンベル）」
　　　　　　　　　…地元特産品の販売など盛りだくさん。

▼午後５時～　「表彰式・閉会式（博労座・大山国立公園駐車場）」

SEA　TO　SUMMIT…海で発生した水蒸気が、雨や雪となって山に降り、川
となって森や里を潤し、再び海へと還ってゆく…。海から山へと自力で進む
なかで自然の循環を体感し、自然の大切さについて考えるイベント。

▼いずれも参加無料。工作講座と考古学講座
　は事前予約が必要です。
■会場・申込・問い合わせ
　むきばんだ史跡公園（大山町妻木）　
　☎３７－４０００

■開催日時　９月12日（日）受付午前８時30分～９時15分
■集合場所　伯耆古代の丘公園（淀江町福岡）
■コース

▼古代の丘サイクリングコース（約30km）～名所周遊コース～
　・参加条件　小学生以上（小学校４年生以下は保護者同伴のこと）
　・参加料　大人 3,000円、小学生 1,500円

▼水の旅人健脚コース（約 60km）～大山山麓コース～
　・参加条件　小学校５年生以上でヘルメット着用（ただし小学生は保
　　護者同伴のこと）。自転車はロード、ＭＴＢなどのスポーツ車に限
　　ります。
　・参加料　3,500円
■申込締切　８月26日（木）
■申込・問い合わせ　　米子日吉津商工会（☎５６－２７００）



米子市営住宅入居者募集
■所在地、戸数、規格、家賃

住宅名 所在地 空家番号 構造 間取り 家賃月額
（円）

建築
年度棟 号

加 茂
住 宅 両三柳 11R2 305

高層耐火
６ 階 建 2LDK

22,000
～43,200 H11

大工町
住 宅 大工町

106 中層耐火
５ 階 建 1K 9,100

～15,600 S54単身老人等優先入居

富 益
住 宅 大 崎 57R1 101 中層耐火４ 階 建 3DK 16,500～32,300 S57老人等優先入居

■入居者の資格
市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる方
／現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事
実上婚姻関係と同様の事情にある方や婚約者を含む）がある方。
ただし、生年月日が昭和31年４月１日以前の方などは、単身で
のお申込みが可能です。／世帯の収入が公営住宅法に定める収
入基準に合う方／現に住宅に困窮していることが明らかな方／
米子市税などに滞納がない方／暴力団員でないこと
■単身向老人等優先入居　単身で、60歳以上の方、心身障が
い者については、優先入居（応募者数が複数の場合は公開抽選）
の制度があります。それぞれ条件がありますので、くわしくは、
お問い合わせください。
■老人等優先入居　60歳以上の方、心身障がい者については、
優先入居（応募者数が複数の場合は公開抽選）の制度があり
ます。それぞれ条件がありますので、くわしくは、お問い合
わせください。
■申込受付期間　２日（月）～６日（金）
■申込受付場所　建築住宅課（市役所本庁舎２階）、
　　　　　　　　淀江支所地域振興課（淀江支所１階）
■申込みに必要な書類　住宅申込書、所得に関する証明書、
住民票（世帯全員のもの。外国人の場合は、外国人登録法第
４条第１項の登録を受けていることを証明する書類）。その他、
申込理由により添付書類が必要となる場合があります。住宅
申込書などは建築住宅課、淀江支所地域振興課にあります。
■入居選考方法　11日（水）　公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　９月１日（水）
次回の市営住宅入居者募集は９月１日からの予定です。
■問い合わせ　建築住宅課（☎２３－５２６３）

■人権相談
人権擁護委員が相談に応じます。予約不要。 ▼ 10日
（火）・９月10日（金）の午後１時～４時／市役所第２庁
舎１階相談室／問人権政策課（☎２３－５４１５）
■行政相談
国など役所へのご要望、ご意見について行政相談委員
が相談に応じます。予約不要。 ▼４日（水）・23日（月）
…市役所本庁舎４階 402会議室、９月９日（木）…市役
所本庁舎２階 203会議室／いずれも午後１時～４時／
問市民相談課（☎２３－５３７８）
■多重債務・ヤミ金融等相談会
弁護士や司法書士等が無料で相談に応じます。１件
30分、要予約。 ▼ 27日（金）の午後１時～４時／米子
コンベンションセンター／問鳥取県西部消費生活相
談室（☎３４－２６４８）・米子市消費生活相談室（☎
３５－６５６６）
■心配ごと相談・法律相談
●心配ごと相談　日常生活の悩みや心配ごとについ
て、相談員（民生委員）が相談に応じます。予約不要、
無料。 ▼毎週月・水・金曜日の午前10時～午後３時／
ふれあいの里１階
●法律相談　弁護士が無料で相談に応じます。１人
30分、要予約。 ▼毎月第１・３月曜日の午後１時～３
時／ふれあいの里１階
※法律相談は、毎週月・水・金曜日の午前10時～午後
３時に、電話（☎２２－７８３０）で予約。
問米子市社会福祉協議会（☎２３－５４９０）
■法律相談センター米子
法律に関する困りごと、多重債務、クレジット、サラ
金、交通事故などについて、弁護士が相談に応じます。
１件30分、5,000円。多重債務、クレジット、サラ
金、交通事故の相談は無料。要予約。 ▼毎週火曜日の
午後３時～７時／米子しんまち天満屋５階／問平日午
前９時～午後５時に鳥取県弁護士会米子支部（☎２３
－５７１０）まで。
■鳥取県中小企業労働相談所「みなくる」米子
職場の中での疑問や困りごとなど、専門の相談員がお
聞きしアドバイスします。内職情報も提供しています。
電話・面接相談いずれも無料。 ▼平日午前９時30分～
午後６時 /全労済西部支所２階（ろうきん米子支店と
なり）問みなくる米子（☎３１－８７８５）
■農地相談
農地のことで日ごろ困っていることについて、農業
委員が相談に応じます。 ▼ 19日（木）午前10時～正
午（受付：午前10時～ 11時30分）…市役所本庁舎４
階402会議室、午後２時～４時（受付：午後２時～３時
30分）…淀江支所第２会議室／問農業委員会（☎２３
－５２７７）

米子市消費生活相談室
買物、訪問販売のトラブルや借金、架空請求、クーリング・
オフなど消費生活に関するご相談をお受けしています。

▼平日午前８時30分～午後５時／消費生活相談室（市役所
本庁舎１階）／問米子市消費生活相談室（☎３５－６５６６）

■相談名
内容 ▼日時／場所／問合せ先

性
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米子市認知症疾患医療センター（「養和病院」内）と米子市認
知症連携担当者など、経験豊かな専門スタッフが、電話を通
して認知症の方ご本人や、介護をされているご家族のさまざ
まな悩みをお聴きします。
お悩みの方は、まずお電話でお問い合わせください。
■安心相談日
　月曜日…午後２時～５時、木曜日…午前９時～午後５時
　※指定曜日以外の午前９時～午後５時までお受けしますが、
　　不在の場合があります。
■連絡先　認知症連携室（☎２１－７３２５／ふれあいの里４
階）または、長寿社会課（☎２３－５１５５）



お子さんの予防接種
◆結核予防接種（BCG）◆

ところ　保健センター ( ふれあいの里３階 )
受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分～）
※母子健康手帳、予診票をお持ちください。母子健
康手帳がないと受けられません。「予防接種と子ど
もの健康」の冊子を読んできてください。

対 象 児 接 種 日
H22年４月22日～５月11日生 ８月11日（水）
H22年５月12日～５月25日生 ８月25日（水）
H22年５月26日～６月10日生 ９月10日（金）

７月・８月のポリオはお休みします

有

料

広

告

■申込・問い合わせ　
　健康対策課（☎２３－５４５２～５４５４）
　錦町一丁目「ふれあいの里」３階

結核・肺がん検診日程
月 日 と こ ろ と き

８月17日（火）
大 和

大和分館 午前９時30分～10時10分
中間公民館 午前10時30分～11時
小波上公民館付近 午前11時20分～11時50分
桜台集会所 午後１時20分～１時40分
佐陀３部公民館 午後２時～２時30分

８月24日（火）
大 和

佐陀浜集会所 午前９時20分～10時10分
佐陀新田公民館 午前10時30分～11時
ニューやまと公民館 午前11時20分～11時40分
佐陀２部公民館 午後１時～２時10分
小波浜公民館 午後２時30分～３時20分

８月30日（月）
就 将

米子市役所東側玄関 午前９時20分～ 10時
口陰田公民館 午前10時20分～10時40分
錦海町・錦海団地集会所 午前11時～11時20分
祇園町２丁目・JR社宅集会所 午前11時30分～11時50分
米子駅前サティ（正面玄関） 午後１時20分～１時40分
就将公民館 午後２時～２時20分
目久美神社 午後２時40分～３時

８月31日（火）
車 尾

タカサキ美容室駐車場 午前９時20分～９時40分
観音寺公民館 午前10時～10時20分
車尾公民館 午前10時30分～11時10分
中島公園入口 午前11時30分～11時50分
新田病院玄関横駐車場 午後１時10分～１時30分
浦木修一氏宅前 午後１時50分～２時10分

９月10日（金）
福生西

福生西５区・北尾孝志氏宅 午前９時10分～９時30分
福生西６区集会所 午前９時40分～ 10時
米子市観光センター 午前10時10分～10時30分
福生西１区・石井利明氏宅裏 午前10時40分～11時
福生西公民館 午前11時10分～11時30分

９月10日（金）
福米西

新開東・皆生尚寿苑玄関前 午後１時～１時30分
新開西・宮崎秀雄氏駐車場 午後１時50分～２時10分
上谷１区・尾沢三夫氏駐車場 午後２時30分～２時50分
下谷２区・大滝氏駐車場 午後３時～３時20分
福米西公民館 午後３時30分～４時

■対象者　 ▼胸部レントゲン検査…市内にお住いの 40歳以上の方

▼「たん」の検査…① 50歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）が 600以
　上の方（元喫煙者を含む）、② 40歳以上で６か月以内に血痰のあっ
　た方
■自己負担金　レントゲン検査は無料。「たん」の検査は、市民税
課税世帯の方 900円、市民税非課税世帯・70歳以上の方 300円、
生活保護世帯の方無料。
■受診券　健診受診券の中に「結核・肺がん検診受診券」が昨年度
から加わりました。受診される際には必ずご持参ください。
※くわしくは地区回覧をご覧ください。

アスベスト（石綿）について健康不安がある方へ
アスベスト健康被害に関し、不安があり検診を希望される方は、
問診の際にお申し出ください。

胃がん集団検診日程
月 日 場 所 受付時間

８月16日（月）
加 茂 公 民 館 午前７時30分～８時
河 崎 公 民 館 午前９時～９時30分

８月17日（火）
大篠津福祉センター 午前７時30分～８時
崎 津 公 民 館 午前９時～９時30分

８月23日（月）
和 田 公 民 館 午前７時30分～８時
彦 名 公 民 館 午前９時～９時30分

８月24日（火）
大 高 公 民 館 午前７時30分～８時
県 公 民 館 午前９時～９時30分

８月25日（水）
春 日 公 民 館 午前７時30分～８時
巌 公 民 館 午前９時～９時30分

８月29日（日）
【要予約】 ふ れ あ い の 里 午前７時30分～10時

■８月29日（日曜日）の休日検診は、事前に予約が
　必要です。
　ご希望の方は、健康対策課（☎２３－５４５２・
　２３－５４５８）までお申し込みください。先着順
　に予約を承りますので、お早めにお申し込みくだ
　さい。
　予約がない場合は、お待ちいただくことになりま
　す。
■前日の午後９時以降は、絶飲食してください。
■当日は必ず受診券をご持参ください。
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がん検診等の受診はお早めに！
　各種健康診査の実施期間は 12月末までですが、秋以降は季節性のイン
フルエンザ予防接種などにより医療機関が大変混みあいますので、早めの
受診をおすすめします。
　また、乳がん検診は、昨年度の 12月は大変混みあい、お断りした方も
ありましたので、早めの予約、受診をおすすめします。

年長さん、中学１年生、高校３年生の保護者の方へ
麻しん（はしか）・風しんの予防接種を受けましょう！

　１歳～２歳未満と年長さん（来年度小学校に就学される方）に加え、中
学１年生と高校３年生に相当する年齢の方を対象に麻しん及び風しん予防
接種を実施しています。（中１と高３の接種は平成 24 年度まで）
　麻しんは感染力が強く症状の重い病気です。麻しん、風しんにかかった
ことがないお子さんは、再度予防接種を受けて免疫をつけ、感染症にかか
らないように、また他の人にうつさないようにしましょう。　
　くわしくは対象の方にお送りした通知をごらんください。
■対 象 者　年 長 さ ん（平成16年４月２日～平成17年４月１日生まれ）
　　　　　　中学１年生（平成９年４月２日～平成10年４月１日生まれ）
　　　　　　高校３年生（平成４年４月２日～平成５年４月１日生まれ）
■受 け 方　委託医療機関に個人で予約してから接種を受けてください。
■接種期間　平成23年３月31日まで　　■費 用　無料
■持参するもの　母子手帳・予診票・予防接種済証（高３）
＊予診票、予防接種済証を失くされた方は健康対策課で再発行の手続きを
してください。

冬にかけてインフルエンザの流行が予想されます。
できるだけ早い時期の接種をおすすめします。

特定健康診査等の検査項目について
　米子市が実施する国民健康保険と後期高齢者医療制度の加入者を対象と
した特定健康診査等の検査のうち、貧血検査と心電図検査については、昨
年度までは国が定める基準に該当する方を含め、市独自で受診者全員に実
施していましたが、今年度からは国が定める基準に該当する方のみの実施
となります。
　貧血検査と心電図検査に該当する方の受診券には、該当する検査の記載
があります。なお、貧血検査については、受診券に検査の記載がなくても
診察により貧血が疑われる場合は実施します。

「平成22年度健診受診券」の訂正
　６月下旬に郵送しました「平成22年度健診受診券」に掲載してあ
る「実施医療機関」に次のとおり誤りがありましたので、おわびし
て訂正いたします。

【誤】 【正】
医療機関名 住所 健診種別 健診種別
川田内科 皆生温泉１ 健胃 健胃大 大腸がん検診も実施
左野皮膚科 夜見町 健 実施なし
ミオクリニック 車尾南２ 健 子 子 子宮がん検診のみ実施

ふしめ歯科検診（歯周疾患検診）
を受けましょう

　あなたは、ここ近年、歯科医院で受診しておら
れますか？
　今年度中に、40歳、50歳、60歳、70歳になら
れる方を対象に、ふしめ歯科検診を実施していま
す。自己負担金は、課税世帯の方は 500円、70歳
の方と非課税世帯の方は 200円です。
　希望される方は、健康対策課までお申し込みく
ださい。受診券を郵送します。くわしくは、広報
よなご７月号をご覧ください。

　ふしめ歯科検診では、口腔内の状況や歯肉の
状態を診察し、むし歯や歯周疾患のリスクがな
いかを調べます。
　平成21年度は、67人が受診され、その内、９
割の方がさらにくわしい検査や治療が必要な要
精検という結果でした。
　歯周疾患は、40歳代以降に歯を失っていく大
きな原因です。また、心臓病、糖尿病、肥満等、
全身の健康に深く関係しています。ふしめ歯科
検診を受け、歯周疾患を予防しましょう。

ピアノ伴奏にあわせて、思いっきり歌いましょ
う！あんな歌、こんな歌 ．．．こころがますます
元気にはずんできます。どうぞ、あなたの健康
づくりにお役立てください。
■と き　24日（火）　午後１時30分～３時20分
　　　　　（受付午後１時から）
■ところ　ふれあいの里　１階　大会議室
■内 容　｢ みんなで歌いましょう ｣
　　　　　歌の指導　下

し も

田
だ

公
き み

夫
お

さん
■参加費　100円
■問い合わせ　米子市地区保健推進員連絡協議会
　会長　内

う ち

田
だ く み こ

久美子さん（☎３３－６４９１）
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プラネタリウム全天周映像
「宇宙ってどこまであるの？」
「はやぶさ（午後３時のみ）」
夏休み中の平日…午前11時・
午後２時・３時・４時、土・日・
祝日…午前10時45分・11時
45分・午後２時・３時・４時。
幼児・70歳以上無料、小中学
生 50円（土曜日は無料）、高
校生以上 300円。
「夏の星」学習投影
７日㈯・14日㈯・21日㈯・
28日㈯午後１時～１時40分、
対象・小中学生無料、高校生
以上 300円。小学４年の理科
学習に役立ちます。
星座早見盤づくり
21日（土）午後７時30分～、
対 象・ 幼 児 ～ 大 人、50組、
材料費 20円。自分で星座を
探す「星座早見盤」を作りま
す。晴れたら本当の星座をさ
がします。７日（土）から電
話受付。
お昼に金星を見よう
22日（日）午後１時30分～３
時、対象・幼児～大人、無料。
参加自由。
七夕のゆうべ
２日（月）午後７時30分～９
時、対象・幼児～大人。参加
料１家族100円。屋外で観測
会も行ないます。電話受付中。
はじめての百人一首（協力：米
子南高校かるた部・ＯＢの皆さん）
１日（日）・22日（日）午後２

時～４時、対象・幼児～大
人、無料。日本の伝統文化を
楽しみながら体験！初心者大
歓迎。電話受付中。
夏休みおはなし会
18日（水）午後２時～２時45
分（小学生以上）・午後３時～
４時（小学５年生以上～大人）。
こわいお話や楽しいお話♪
だくちるおはなし会（協力：
おはなしボランティアだくちる）
21日（土）午後２時15分～３
時、対象・幼児～大人。
レッツトライ！ヤンアート（糸貼画）

（指導：桂小文吾先生、協力：
ひまわり倶楽部 )
21日（土）午後２時～４時、
対象・小学３年～大人、20人。
無料。２日（月）から電話受付。
おもしろワクワク科学実験教室
(主催：科学実験教室実行委員会)
22日（日）午後１時30分～３
時30分、対象・小学生～中学
生 ( 保護者同伴 )、50組。参
加費１組1,000円。科学マジッ
クショーやオイル型万華鏡作
り。１日（日）から電話受付。
花いっぱい教室
22日（日）午前10時～11時
30分、対象・小学生～中学生、
20人。参加費１人 100円。
プランターに絵を描いて花を
植え、持ち帰り育てます。
７日（土）から電話受付。
■開館時間（電話受付時間）
午前９時～午後５時
■今月の休館日　　毎週火曜
日、８日（日）、16日（月）

特別企画展「開館70周年記
念　館蔵品展」
豪商鹿島家、三柳新開開拓を
行なった高木家の資料を中
心に館蔵品を展示。会期：～
30日（月）、観覧料：一般300

（250）円／高校・大学生200
円。※（　）内は15人以上の
団体料金。中学生以下、70
歳以上、障がいのある方・要
介護者とその介護者は無料。
〈関連事業〉ギャラリートーク
14日（土）、28日（土）の午後
２時から
企画展「全日本トライアスロ
ン皆生大会の30年をたどる」
第30回を迎えたトライアス
ロン皆生大会の歴史と魅力
を、大会ポスターや写真で紹
介。競技道具も展示。会期：
～ 16日（月）、観覧無料。
企画展「米子の近代建造物」
今年で築80年を迎える米子
市役所旧館（現山陰歴史館）
をはじめ、身近にある近代建
造物を写真パネルで紹介。会
期：～９月６日（月）、観覧無料。
淀江ウォーク「淀江の魅力再発見」
上淀の八朔行事（市指定無形
民俗文化財）、石馬（国指定重
要文化財）など、古墳時代の
王墓や上淀廃寺など淀江の王
の足跡を訪ねます。約２Km。
歩きやすい服装でご参加くだ
さい。９月５日（日）午後１時
30分～午後４時（集合：午後
１時 15分、小雨決行）、特別
講師（植物解説）　鷲

す み

見寛
ひ ろ ゆ き

幸さ
ん（鳥取県立大山青年の家所
長）、集合：淀江ゆめ温泉隣
駐車場、解散：石馬谷古墳（淀
江町福岡）、定員 25人、要申
込、参加費 500円。
平城遷都1300周年記念「平城京の

時代を知ろう～米子周辺の遺跡探訪」
30分程度の座学の後、バス
で大寺廃寺・上淀廃寺・坂中
廃寺など奈良時代の史跡をめ
ぐります。申込受付中。９
月18日（土）午後１時～５時、
集合解散場所：山陰歴史館、
定員25人、要申込（先着順）、
参加費 1,000円。
第15回歴史館コンサート
光
み つ な が

長真
ま り え

理恵さん、面
お も た に

谷真
ま り こ

理子
さんによるシャンソン・コン
サート。愛の賛歌、バラ色の
人生、枯葉ほか。９月24日（金）
午後７時～８時30分、 定員65
人、参加費500円（コーヒー、
お菓子つき）、要前売券。前
売券販売：８月25日（水）～。
■開館時間
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日　毎週火曜日

福市考古資料館開館30周年
子どもたちの考古学（ミニ展示）
「蓋

ふたつき

杯出現！食事の大変化」
須

す え き

恵器（朝鮮半島から伝わっ
た技術で作られた器）が導入
され、日本の食事の様子が大
きく変わりました。市内の遺
跡から出土した器から食の変
化をたどります。
会期：～30日（月）、観覧無料。
〈関連イベント〉福市・青木
遺跡子ども探検隊「古代の集
落を見つけよう！」
クイズをしながら歩き、遺跡
公園の中にある弥生・古墳
時代の集落の跡を発見しま
す。2.5km。７日㈯、14日㈯、
21日㈯。28日㈯、午前10時
～11時30分。対象：小学５・
６年生（小学４年生以下は保
護者同伴）、集合・解散場所：
福市考古資料館、定員10人（※
当日受付先着順）、参加無料。

８月の催し８月の催し

児童文化センター
（☎ 34－5455）

山 陰 歴 史 館
（☎ 22－7161）

福市考古資料館
（☎ 26－3784）
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体験学習「まが玉・石包丁づくり」
まが玉、石包丁のどちらかを
自分でつくります。約１時間
で完成。休館日を除き毎日
開催。受付時間：午前10時
～午後３時、参加費 300円、
対象：小学５年生～一般（小
学４年生以下は保護者同伴）。
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日　毎週火曜日

つつじ読書会
７日（土）午後２時、特設文庫
室、『人間不平等起源論』　ル
ソー：著　中

な か や ま げ ん

山 元：訳　光文社。
楽しく漢文に学ぶ会
１日（日）午後１時30分、特
設文庫室、『論語新釈』宇

う

野
の

哲
て つ

人
と

著（講談社学術文庫）。
おはなし会
★毎週木曜日（協力：第 1・2・
3 木曜…ほしのぎんか、第４
木曜：火曜の会）午前10時
40分～ 11時30分、親子読
書コーナー。
★ 10日（火）（毎月第２火曜
日・図書館職員）午後４時～
絵本の読み聞かせ・わらべう
た・紙芝居・パネルシアター。
古文書研究会
28日（土） 午後１時30分、大
会議室、農村の支配と農民の
くらし（第８回）「幕末の会
見郡小波村『水

み ず あ び

浴せ』騒動に
ついての供述書」を読む。講
師：山

や ま

藤
ふ じ

良
り ょ う じ

治さん
ビジネス支援
「特許等相談会」（要事前申込）
10日（火）午後１時30分～４
時30分、特設文庫室。
「特許情報相談会」（要事前申込）
24日（火）午前10時30分～午
後４時、特設文庫室、㈳発明
協会鳥取県支部（☎０８５７－

５２－６７２８）。
「起業・事業融資相談会」（要
事前申込）　11日（水）午後２
時～４時、特設文庫室、予約
先：日本政策金融公庫米子支
店（☎３４－５８２１）
高校生のための「社会で生き抜く
力」養成講座（全６回）（要事前申込）
第３回…８日（日）、「コミュニ
ケーションの付け方、ビジネス
に必要な事」、講師：宮本いず
みさん。第４回…22日（日）、「社
会に出るということ～知って得
する会社や社会の仕組み～」、
講師：西

に し

尾
お み か

美香さん。第５回…
29日（日）、「自立した生き方を
探る～『自由業』的視点と生き
る力～」、講師：後

ご と う し ゅ う い ち

藤秀一さん。
午後１時30分～３時10分、大
会議室、㈳地域人財プロジェク
ト（☎３２－５５１７）
■開館時間　午前10時～午
後６時（６～９月の毎週金曜
日は午後８時まで延長）
■今月の休館日　毎週月曜
日、31日（月末資料整理）

小企画展「市展50回記念展」
第50回市展の各部門最優秀
作品に贈られた、第50回記
念賞受賞作品及び過去50回
の市展関連資料を展示しま
す。
会期：～ 15日（日）［毎週水
曜日休館］、観覧無料。
米子市美術館常設展Ⅰ「市展50
回記念～収蔵作家を中心に～」
市展が第50回を迎えること
を記念し、収蔵作品のなかか
ら、市展に関わりのある作家
の作品を中心に展観します。
会 期： ～ 15日（ 日 ）［ 毎 週
水曜日休館］、観覧料：一般
310円／高校・大学生 150円
※ 15人以上の団体は 50円割

引。中学生以下の方、70歳
以上の方、障がいのある方（介
護者１人含む）、米子市美術
館後援会会員の方は無料。
〈関連事業〉学芸員によるギャ
ラリートーク
14日（土）午後２時～。くわ
しくは美術館まで。
■開館時間
午前10時～午後６時

科博コラボ・ミュージアム in
米子「恐竜は今も生きている！
アロサウルスから水鳥まで」
本物のアロサウルスの全身骨
格化石を中心に、恐竜と水鳥
に関する展示を行ないます。
９月20日㈪㈷まで開催、開館
時間中いつでも見学可、８月
31日まで無休開館。
夏休み企画「恐竜のうちわを
作ろう！」
うちわに恐竜の絵を描いて、
オリジナル恐竜うちわを作り
ます。９月20日㈪㈷まで開催。
開館時間中いつでも作れます。
材料費100円（入館料別途）。
科博コラボ・ミュージアム
in 米子記念講演会「最新恐
竜学 2010」
７日（土）午後１時～４時、定
員70人、申込不要。

▼演題と講師
「鳥の観察から恐竜の姿を考
える―鳥たちの見方、食べ方、
歩き方―」
講師：藤

ふ じ

田
た

祐
ま さ

樹
き

さん（沖縄県
立博物館学芸員）

「上腕骨の比較解剖学－アロ
サウルスから水鳥まで－」
講師：江

え だ

田真
ま さ

毅
き

さん（鳥取大
学医学部助教）

「最新恐竜学 2010」
講師：真

ま

鍋
な べ

　真
まこと

さん（国立科
学博物館地学研究部研究主幹）

自然観察会「ナイトウォーク」
普段歩けない、夜の水鳥公園
を探検。７日（土）・15日（日）
午後７時～８時、それぞれ親
子先着20組、要予約、参加
費 300円（入館料込み）
自然観察会「秋の鳴く虫鑑賞会」
涼しげに鳴く虫の声を聞きな
がら、鳴き声の主を探します。
９月４日（土）午後５時～６時
30分・どなたでも参加でき
ます。入館料 300円必要。
●水鳥公園が会場の企画には、
高校生～ 70歳未満の方は入館
料（300円）が必要です。
●とっとり県民カレッジ連携講座
■開館時間
午前９時～午後５時30分
■今月は休館日なし

８月ロビー展　「グラスアート
展」　浜ひるがお＆アダ－ジオ
特別体験のご案内（要予約）

▼７～８月
「豆うちわに押し花をデザイ
ンしましょう」
１人から予約可、約１時間、
600円。

▼８～９月
「グラスアートのポケットティッ
シュケースを作りましょう」
２～５人のグループで予約、
２時間コース／ 2,500円・５
時間コース／ 3,000円
「レカンフラワーのミニ額を作
りましょう」
２～５人のグループで予約、約
２時間、1,200円
■入園料　大人 200円、小・
中学生 50円。（市内にお住
まいの方の料金）
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■今月の休館日
第２・４水曜日

米子水鳥公園
（☎ 24－6139）

伯耆古代の丘公園
（☎ 56－6817）

米子市美術館
（☎ 34－2424）

市 立 図 書 館
（☎ 22－2612）



「よなごの宝88選」から
　文

ぶ ん

次
じ

郎
ろ う

ロード（おじいさんの道） 　 《宝No.24》　　米子市奥谷～日原

　米子市奥谷から日原・宗形へ通じる約 500メートルの峠道が「文次郎ロード」と呼ばれ、奥谷の橋谷文次郎（明
治７年～昭和29年）が、子供たちの通学路として整備した道です。文次郎は明治36年（1903）、30歳の時に渡米し、
働く傍ら自由と博愛、奉仕のアメリカの精神を培って昭和7年（1932）に帰国しました。

　当時、自宅裏の山道は狭い上に荒れており、日原から通学する子供たち
はでこぼこや、ぬかるんだ道に苦しめられていました。これを見かねた文
次郎は昭和20年（1945）、道の改修に着手、石段や張石を施し、峠の切通し、
拡幅などを行ない、同25年に完成させ、アメリカで身に付けた奉仕の精
神を実践しました。
　文次郎は、82歳で亡くなるまで、この道を守り続け、地域の人々は、「一
点の私心もなく、一切の利を超えた神仏のような公共福祉の精神は、なに
人といえども頭の下がる思い……」と文次郎の業績をたたえました。
　自宅裏にある峠道の入り口に設置した自然石（高さ42センチ、幅32センチ）

の碑には、英文で「夢が生まれるように」「差別がなくなるように」など四つの願いが刻んであります。
　この話は、鳥取県教育委員会発行の昭和43年版道徳の指導資料―郷土編に「おじいさんのつくった道」
として教材に取り上げられ、地域をあげて語り伝えられています。　　　　【よなごの宝88選実行委員会】

お知らせ
①『市民が選んだよなごの宝八十八』（改訂）発売中　頒価 1,000円。取扱所：市内各書店、山陰歴史館、米子市文化ホールなど。
②第２回よなご88探宝会　８月21日（土）午後１時～４時、出雲街道と古道を歩く（博労町～車尾）、定員 40人、参加費 500円。申込：
　住所・氏名・電話番号を明記の上、郵便またはFAXで「よなごの宝88選事務局」（東町161－2　文化課内、FAX23－5414）まで。

■編集発行／米子市総務部秘書広報課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／☎２３－５３７２
　Ｅメール kouhou@yonago-city.jp　■毎月１日発行　■印刷／東京印刷株式会社

　ミミズクといえば、鳥のフクロウの仲間を連想する方がほとんどではないでしょうか。
今回ご紹介するミミズクは、鳥ではなく昆虫です。名前も変ですが、姿も変です。大きさ
は２cm 弱で、頭の後ろの背面に、薄くて丸い突起が斜め左右に突き出しています。体の下
側はつぶれたように平らで、６本の脚を縮めると、まるで木片のようです。
　私がこの虫に出会うのは、いつも偶然です。夏に野原を歩いていると、いつの間にか自
分の着衣にくっついていたり、ふと目をやった植物の葉にくっついていたりするのです。

　それもそのはず、この虫は脚を縮めて木の枝にくっついているときは、平らな腹面が見事に枝に密着して枝と同化して
しまいます。しかし、人工物などに止まってしまうと、その個性的な体型が丸見えになってしまうので、人の目に留まる
のです。
　ところで、この虫は名前からは何の仲間なのか、まったく見当がつきません。そこで、体のつくり
を詳しく観察してみました。そして、この虫を裏返して見たとき、「あ、セミにそっくり！」と声を
あげてしまいました。背中側からは良く分かりませんでしたが、横長な頭で針のような口、脚の生え方、
細かく節で分かれたお腹は、セミそのものでした。この虫は、植物に止まって針のような口を刺して
汁を吸う、セミやカメムシの仲間だったのです。
　一見、動作が鈍そうな姿ですが、油断すると一瞬で姿を消してしまいます。この虫はジャンプが得
意で、危険を感じると弾けるようにピンと飛び跳ねて逃げてしまいます。
　偶然でしか出会えない変な虫、ミミズク。皆さんのすぐそばでも、枝に化けて暮らしているかもし
れません。

水鳥公園指導員　桐
き り は ら け い す け

原佳介

米子市の人口と世帯数　平成22年７月１日現在（住民基本台帳登録者数と外国人登録者数の合計）　　※（　）内は前月比

人口 150,173人 ( －20人)　男性 71,269人 ( －16人)　女性 78,904人 ( －4人)　世帯数 62,839世帯 ( ＋38世帯)

水鳥公園からのたより

ミミズク

８月に見られる水鳥公園の生きものたち
カイツブリ・カルガモ・ダイサギなどの水鳥、メダカやミシシッピアカミミガメなどの水生
生物、キリギリスやチョウトンボなどの昆虫類。
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